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学習評価の充実に向けて 

 校長  本多 妃佐子 
 今日（９/７）も、熱中症アラートが発令され、校庭や講堂での体育やその他の活動が制限

されています。アラートが前日もしくは当日午前５時までに発令されますと、教頭先生が朝の

会の時に、全校に放送で知らせてくださいます。すると、教室から「あー」「えー」「ひょえー」

など、残念で仕方がないといった声が聞かれます。先生方は、体育は言うまでもなく、理科や

生活科など屋外での活動ができなかった場合の授業準備もしています。でも、子供たちが一番

残念なのは休み時間でしょうか。 
 読書をする、お絵かきをする、粘土をする。宿題を済ませてしまう。クラスによっては学級

会で話し合って、「すごろく」を作ったり、危険のないようにハンカチ落としをしたり、工夫

して過ごしているようです。 
 さて、年度の折り返しを迎え、「学習評価」についてお話を少ししたいと思います。学習指

導要領の改訂、完全実施に伴い、これまでの知識重視の考え方から、実際に課題を発見し、筋

道立てて考え、調べ、まとめて解決し、他者へ発信する力（思考力・判断力・表現力）を大切

にして、学びに向かう力、学び続ける力が重視されています。新しい学習指導要領において、

各教科等の目標及び内容が、育成を目指す 3 つの資質・能力の柱に沿って整理されたため、学

習評価の在り方も大きく改善されたことは周知のとおりです。通知表の「観点別学習状況の評

価」がこれまでの４観点から 3 観点に整理されました。 
 学習評価は、子供たちの評価・改善のためだけではなく、教師の指導改善につながるもので

す。1 時間の学習の中で、また一つの学習のまとまりの中で、子供の変容や到達度を評価しつ

つ、指導の充実に生かして、「指導と評価の一体化」を目指してまいります。通知表につきま

しては、形式等も新しくなります。保護者会で担任より説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初めまして みやたんです よろしく 
創立７０周年記念キャラクターに多くの応募があ

りました。第３回実行委員会で、５つの候補に絞ら
れ、全校の皆さんに投票してもらいました。 

その結果、２年１組の金子 糸さんの作品「みや
たん」に決定しました。 

 
 
 
 
 
 
 
応募してくれた児童の皆さん、投票してくださっ

た多くの皆さん、そして、実行委員会の皆さん、あ
りがとうございました。 

「コントラバス」の演奏 ５年音楽科  
鑑賞の学習で、「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」
第 1 楽章を子供たちの前で演奏してもらいました。演
奏者は本校事務職員 平田桃子先生です。 
 迫力ある形状と、重厚な音色に子どもたちは興味津々
でした。 
「楽器の木は、何を使っているのですか。」 
「弦は何からできているのですか。」 
「何曲くらい弾けますか。」 
「練習は毎日何時間くらいしますか。」・・・ 
子どもたちの質問は尽きません。この大きな楽器を背負
って、満員電車の中、運んでくださいました。 

 

「アマビエ」が感染症退散 
毎朝、学区のごみ拾いと挨拶をしてくださる古越 

さんから、「アマビエ」のポスターを 3 枚いただきました。アマ
ビエは日本に伝わる妖怪で、豊作や疫病などに関する予言をした
と伝えられています。 
 弘化 3 年に肥後の国の海中から現れて、「疫病が流行したとき
に、私を写して、人々に見せなさい」と言って、海中へ戻ってい
ったとの言い伝えがあります。 
 2 枚は、さっそく校長室前に飾って、皆さんに見てもらってい
ます。コロナ禍から、より多くの人々を守ってもらいたいと考え、
新校舎推進会議でお世話になっている教育委員会学校環境調整課にも 1 枚飾っていただきま
した。 
 
密を感じ取って 
 授業参観・懇談会ありがとうございました。感染症に対する認識は、各自によって温度差が
あります。学校の行事を決めるにあたって、感染症防止対策で三密を作らないことは鉄則です。 
学校に子供以外の保護者や外部の人を入れることは、高いリスクがあります。授業参観は実施
の予定のない学校もあります。しかしながら、子供の様子を見ていただきたいと、宮田小では
対策を講じて実施しました。3 校時と４校時の間の休み時間は、明らかに密の状態でした。子
供と保護者、保護者と保護者で、その時間に話す必要があったのでしょうか。 
 もし、感染症を招いてしまう原因になるとしたら、学校行事はなくす方向で考えなくてはな
りません。厳しいことを言うようですが、学校の方針を再考する必要があります。 

 
学校徴収金の集金方法の変更 

令和３年度から学校徴収金の集金方法が
変更されます。これまでは、「給食費」「学級
費」「積立金」「教材費」「PTA 会費」等を、
PTA 本部役員・会計委員のご協力により、
学校ごとに現金で集金していましたが、金融
機関による口座引き落としになる予定です。
市内の小・中・義務教育学校・特別支援学校
等で、一斉に実施できますよう検討準備を進
めています。 

詳細が決まり次第、お知らせします。 

 
６年 校外学習について 

宿泊学習は中止になりましたが、感染症の
予防にできる限り配慮して、校外学習を実施
します。状況によって変更・中止もあります。 
１ 日時 １０月２３日（金） 
     ７：００～１７：００予定 
２ 行先 日光 華厳の滝 東照宮 
３ その他 
 ・一人２座席分を使用 バス４台 
 ・事前に保護者に出欠の確認を文書でとる 
 ・事前事後健康観察を確実に行う 

宮田っ子が未来
へはばたけるよう
に、大きく手を広げ
たキャラクターを
考えました。 



 
 

 
  宮田小の現在の校舎が落成したのは昭和 35 年です。市川市で一番初めに、千葉県下

でも、津田沼小学校に次いで 2 番目の鉄筋校舎でした。 

 月日を重ねること、60 年が過ぎました。明るい校舎できれいに手入れをしながら大切

に使用してきましたが、市川市の公共施設個別計画により、学校施設は順次建て替えを進

めることになっています。宮田小は、市内で最も古いことから一番目に建て替えを計画し

ています。 

 市内の新校舎建設のスタートモデルになります。 

 学校施設は教育の場であるとともに、地域のシンボルとしての役

割や地域コミュニティ形成の中心になるなど、地域のいわば核とい

えます。そのため、学校・家庭・地域が一体となって建て替えに取

り組むことが求められます。 

 前回の学校だよりでお知らせしました通り、下記の委員の皆様と

市川市教育委員会 学校環境調整課 教育施設課と会議を進めてま

いります。 

委員の皆様の紹介 

 

 
 
 
 
 
    創立当時の校舎    旧別館校舎   昭和 24 年の児童   昭和 60年 

   周りにも高い建物   別館校舎がある  市川小に通学して  念願のプールが 

   はありませんでした。 学校は数少ない  いました。     できました。 

              です。 
議事の報告 

こんな校舎があったら 
座長の柳澤教授・千葉大学大学院工学研究院の皆さんと

子どもたちの授業を行います。 
新校舎に求めるものを、ディスカッションで明らかにし

ていきます。子どもたちがイメージする新しい校舎は、広
さ重視 機能重視 家具や内装重視それとも・・・楽しみ
です。 
日時 9 月 25 日（金）９：３０～ 1・2・3 年対象 
   9 月 29 日（火）９：３０～ 4・5・6 年対象 
場所 各教室 
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